
「あなたの夢は ?」  と聞かれたら10年 くらい前から迷わず 「障がいのある人もない人もともに学び、とも

に働き、ともに暮らせる『まち』をつくること」と答えている。 間かれなくてもプライベー トな場面で自己紹

介の場があると必ず最後に「私の夢はたった 1つ、・・・」と言つて自分の立ち位置を伝えるようにしている。

実はこの言葉は私の 「人生の大先輩JGさ んと初めて会った時に彼が笑顔で私に語つた言葉である。当時、G
さんは特別支援学校の PTA会長であり私は普通小学校の P臥 役員、特別支援学級に小 1の次男が通つていた。
「僕はね、それを楽しくや りたいんや。」そういうGさ んに強く惹きつけられたのを昨日のことのように覚えて

いる。
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今振 り返ると、私た ちが当然のように思つて

いたスター トラインも先人たちが苦労してこの位置まで進めてきたものであることに気づく。自分のために、自

分の子どものためにと活動してきて無念にも実現が間に合わなかった人もたくさんいたであろう。けれ ども先人

たちはそこで止まることはしなかつた。

それはラグビー日本代表チームの」apan Wり にどこか似ている。ボールを持つたら 1歩でも2歩でも前に進

む。進めなくなったら後ろにボールを回す。ボールを受け取った者は新たな突破 口を目指して前進 していく。大

事なのはボールを受け取つて自分が前に進む勇気、そして後ろの仲間にボールをつなぐこと。

4月 から施行される障害者差別解消法は 「で 。こぼ」のメンバーの多くに大きな意味を持つだろう。公立学校

などの公的機関で「合理的配慮」を求めやすくなるからである。けれど法律ができても現場が変わるまでには時

間がかかるだろう。相手に理解してもらう粘 り強い姿勢がこれまでと同じように必要だ。

今年はみんなが挑戦した話や トライを決めた話を「で 。こぼ」でたくさん聞きたいと思 う。あなたの挑戦、あ

なたの トライがきつと誰かの挑戦を勇気づけ後押しする。

(「で 。こぼ」さんから夢をテーマに寄稿をお願いされましたが取り留めのない文章になつてしまいました。

主催者の二人にはその情熱にいつも敬服 しています。 今年もよろしくお願いします。「夢 2016Jは家内に書い

てもらいました。「で 。こぼ」に関わる皆さんの夢がかないますように !)

大分市 植田 宏


